
（単位：千円）

予算内訳

歳　入 歳　出
　■財産収入                  57,669
　■繰入金（一般会計繰入金）　18,092
　■諸収入        　　　　　　　 241

　■総務費　　　39,337
　■販売促進費　18,073
　■公債費　　　18,092
　■予備費　　　 　500

市民参加の
状況

・桜が丘団地では、一丁目・二丁目とも自治会を結成され、積極的な地
域活動を実施

他市の取組
状況

・福知山市：長田野工業団地アネックス京都三和の分譲等
　　　　　（事業主体：独立行政法人中小企業基盤整備機構、京都府）
・舞鶴市　：平工業団地、港湾関連用地（京都舞鶴港 西港喜多地区）
　　　　　　の分譲等
・宮津市　：つつじが丘団地の分譲等

担当課・
担当

　　定住・地域政策課　定住促進担当
　　商工労政課　工業・雇用促進担当 TEL

42-4270
42-4264

事業概要

　■総務費
　　○住宅・工業団地維持管理費：住宅・工業団地の維持管理に係る経費
　　○一般会計繰出金：土地販売収入及び定期借地賃料等の一般会計への繰出金
　■販売促進費
　　○工業団地企業誘致費：綾部市工業団地立地企業との連絡調整に係る経費
　　○販売事業費：あやべ桜が丘団地の販売経費及び広告宣伝経費
　　○新築促進補助金（6,000）：宅地を購入し、住宅を新築される方に対する補助金
　　　・本年度から展示、転売または賃貸目的での新築も補助対象者として制度を拡充
　　　※補助制度を平成31年度まで延長

背　景
・

経　緯

・本市への定住促進と安定した雇用創出を目的として、あやべ桜が丘団
地と綾部市工業団地を造成・分譲
・あやべ桜が丘団地は、平成12年5月5日から456区画の分譲を開始し、
平成30年1月末現在、425区画の分譲を完了（分譲率93.2％）
・綾部市工業団地は、平成12年5月15日から14区画の分譲を開始。10社
の企業が立地し、9区画は分譲済、5区画は事業用定期借地

期待される
効果

・快適な住環境の整備による本市への定住促進
・工業団地への企業立地による地元雇用の創出

83,469
諸収入 市有地等利用料 241

57,910 18,092

総合計画
（章）

快適で誰もが住みよいまちづく
り

（節） 住環境の整備 　特　定　財　源　の　内　訳

財産運用 工業団地貸付収入 13,639

目　的
・

目　標

　快適な住環境の整備による本市への定住促進と工業団地への企業立地による安定した雇用
の創出

前年度当初予算額 財産売払 住宅団地販売収入 44,030

平成３０年度　当初予算　主要事業説明資料 特会10

事業名 　住宅・工業団地事業特別会計 継続
予　　算　　額

財　　　源　　　内　　　訳
国庫支出金 府支出金 市　債 その他 一般財源

76,002


